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第22回　宇宙開発委員会（定例会議）

　　議事要曽（案）

1．日　ロ寺　昭禾060ご年11月27口（水）

　　　　　　　午後2時～2時20分

　　　　2．場　　所　　宇宙開発委員会会議室

G3議題（1）長鰍鰍談会の設置についセ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
　　　　　　　　　　　　（2）　人事案件について

◎

4．資　　料

委22－1
委22－2

第21回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）

長期政策懇談会の設置について（案）

5．出席者
　　宇宙開発委員会委員長代理

　　　　　〃　　委員

　　　　　〃　　　　　　　〃

関係省庁職員等

　科学技術庁研究調整局長

　外務省国際連合局外務参事官

文部省学術国際局審議官

通商産業省機械情報産業局次長
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運輸省気象庁総務部長

〃　海上保安庁総務部長

郵政省通信政策二次艮

宇宙開発事業団計画管理部

（株）日立製作所宇宙技術推進本部

事務局

　科学技術庁研究調整局宇宙企画課長

　　　〃　　　　〃　　宇宙国際課長

　　　〃　　　　〃　　宇宙開発課長
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6．議　　事

　（1）　前回議事要旨の確認について

　　　　第21回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（資料委22－1）

　　　が確認された。

（2）　長期政策懇談会の設置について

　　　事務局より、資料委22－2に基づき説明が行われたのち、原

　　案どおり決定された。

（3）　人事案件について

　　　事務局より、内閣総理大臣から意見照会のあった宇宙開発事業

　　団の監事に係る入事案件について説明が行われたのち、本件は差

　　し支えなく、その旨内閣総理大臣に回答することとされた。
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第23回　宇宙開発委員会（定例会議）

　　　議　事　要　旨　（案）

昭和61年12月25日（水）

午後2時～2時30分

宇宙開発委員会会議室

（1）　昭和6⑪年度1～2月期入工衛星打上げ計画

　　について
（2）　昭和6i年度宇宙開発関係経費あ内示状況

　　について．

放送衛星2号一b（BS－2b）の打上げについて

放送衛星2号一b（BS－2b）打上げ及び追跡管制

計画書（案）

放送衛星2号一aに生じた不具合に対する放送衛星

2号一bの対策及び二二について

Nロケット1尋号機（F）による放送衛星2号一1）（BS

－2b）の打上げ及び追跡管制について

昭和61年度宇宙関係予算大蔵原案等

　　　　　1：

5．出席者、，∵
　　　　メ　　け　ミ

　宇宙開発委貝田委員長

　　　　1：嘆1贈

　　　　〃1一　　”

説明者

　一宇宙開発事業団理事長

　　　　〃　レ理事

　　　　〃　　　　　　〃

　関係省庁職員等

　科学技術庁研究調整i局長

　　　〃’■長官官房審議官

　外務省国際連合局外務参事官

　文部省学術国際局審議官

通商産業聯朧業厭長

　運輸省大臣官房審議官

　　　〃　気象庁総務部長
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川崎雅弘
鈴木勝也
（代理：諌山）

植木　　浩’

（代理：大島）

棚橋祐治
（代理：数井）

櫻井　　勇
（代理：原）

新谷智入
（代理：中村）
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運輸省海上保安庁総務部長

郵政省通信政策局次長

宇宙開発事業団計画管理部長

（株Mヨ立製作所宇宙枝術推進本部

事務：局

　科学技術庁研究調整局宇宙病両課長

　　　〃　　　　〃　　宇窟国際課長

　　　〃　　　　〃　　宇宙蘭発課長

』蟹乱～∴．、篭

（代理：成瀬）

米澤允克
（代理：田中）
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6、議　　事

　（1）昭和66年度1～2月期入工衛星打上げ計画について

　　　　宇宙開発事業団の大澤理事長、船川理事及び竹中理事よ

　　　り、資料委23－1、委23－2、委23－3及び参考資料に基

　　　づき昭和6（｝年度1～2月期人工衛星打上げ計画並びに宇宙開発

　　　委員会放送衛星対策特別委員会友ぴ第四部会の報告を受けて、放

　　　送衛星1～号一b（BS－2b）について講じた対策について説明が行

　　　われたのち、同事業団の昭和60年度1～2月期入工衛星打上げ

　　　面面が了承された．

一一 ц黷ｵ

　こののち、竹内委貝長よ1）以下の発言があった。

「宇宙開発事業団から説明めあった放送衛星2号一b（BS－2b）

の打上げ計画について、ただ今、宇宙開発委員会としで了承した・

とこちであるが、BS－2i〕についてほ、当委員会の行ったBS

」一2aの不具合に関する原因究明及び対策の検：討結果等を踏まえ、

関係者問の協力の下に種々の技術的課題を克服してきたものと理

解しセおり、本日の打上げ計画の了承ほ私としても感慨深いもの

　　　　くがある。：これまでの関係者の御苦労に対し、深く敬意を表すると

　　くともに宇宙開発事業団においては、・更に打上げ当日に至るまで十

分慎重を期して所要の準備を進め、打上げに万全を期してもらい

たい。」

（2）　昭和61年度宇宙開発関係経費の内示状況について

　　　事務局より、資料委23一’4に基づき説明が行われた。
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●

　　　　　　　第1回　宇宙開発委員会（定例会議〉

　　　　　　　　　　議事要旨（案）づ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　j

1．日　時　 昭和61年1月8日（水）　　　㌧　1：　㌔

　　　　　　　午後2時～2時20分

2．場　　所　　宇宙開発委員会会議室　　　　　　『　藩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．i　彗

3議題（1）委賑代理の指名について高・・

　　　　　　　（2）　その他　　　　　　　　　　　・・　1・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…官i

4．出席者

　　宇宙開発委員会委員長　　　　　　　　　　　　河　野　洋　平

　　　　　〃　　委員　　　　　　　　　　斎藤成　文

　　　　　〃　　　〃　　　　　　　　　　　大塚　　茂

　　　　　〃　 〃　　　　　　吉山博・吉

三子省庁職員等

　科学技術庁事務次官　　　　　　　　　　　　　下　邨　昭　三

　　　　Zノ　　研究調整局長　　　　　　　　1　卜内　田　勇　夫

　　　　〃　　長官官房審議官　　　　　　1　　『川　崎　雅　弘

　外務省国際連合局外務参事官　　　　　　　　　　鈴　木　勝　也

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理、：高橋）

　　文部省学術国際局審議官　　　　　　　　　　　植　木　　　浩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：大島）

　　運輸省大臣官房審議官　　　　　　　　　　　　　櫻　井　　　勇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：原）

　　　　〃　気象庁総務部長　　　　　　　　　　　　新　谷　智　入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理1中村）

　　　　〃　海上保安庁総務部長　　　　　　　　　　磐点し一　」髪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：成瀬）

　　建設省大臣官房技術審議官　　　　　　　　　　杉　山　好

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：　西）

　　（株）日立製作所宇宙技術推進本部　　　　　　　河　井　貞　治

　事務局

　　科学技術庁研究調整局宇宙企画課長　　　　　　石　井　敏　弘

　　　　　〃　　、　〃　　宇宙国際課長　　　　　　中　村　方　士

　　　　　〃　　　　〃　　宇宙開発課長　　　　　　鍵　本　　　潔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他

5．議　　事

　（i）委員長代理の指名について

　　　　河野委員長より、：就任の挨拶が行われたのち、委員長代理に

　　　井上委員が指名された。なお、井上委員が欠席の場合は、斎藤

　　　委員が委員会の議事進行に当たることとされな・

　・（2）　その他

　　　　宇宙開発全般について、意見交換力ぎ行われた。



　　　　　及び追跡管制結果の概要一

　　　　　（昭和6■年■・2月期）

昭和6■年2月■9日



　宇宙開発事業団は、昭和61年2月12日Nロケット14号機（F）により放送衛星

2号一b（BS・一2b、　rゆり2号一b』）を種子島宇宙センターから打ち上げ、

その後の追跡管制を実施しているが、その概要は次の通りである。

1こ打上げ及び追跡管制の目的

　’　放送衛星2号一b（BS－2b）／Nロケット14号機（F）の打上げ及び追跡管

　　制はご衛星を三三上東経110度の静止衛星軌道に投入し、放送衛星に関する技

　　術の開発を進めるとともに、テレビジョン放送の難視聴解消等を図るための利用

　　機関における運用に供されるようにすることを目的とした。

2．打上げ結果の概要

　　　　Nロケット14号機（F）は昭和61年2月12日15時55分（目本標準時、以

　　　下同じ）に発射方位角92・5度として垂直に打ち上げられた。ロケットの打上

　　　げ時の天候は快晴、北西の風6．7画！s、気温9．8℃であった。

　　　第1段液体ロケット及び固体補助ロケットの燃焼は正常で、宙体補助ロケット

　　　は発射後1分25秒に、また第1段ロケットは発射後4分44秒に切り離しが行

　　　われ・これに引き続いて、第2段液体ロケッ、トは発射後4分50秒の燃焼開始か

　　　ら発射後11分27秒の燃焼停止までの閤正常に燃焼し、誘導も正常に行われ

　　た。

　　　　引き続いて第2段再着火、第3段スピンアップ、第2段切り早し、及び第3段

　　　固体ロケットの燃焼も正常に行われ、発射後27分30秒に計画どおり第3段ロ

　　　ケットと放送衛星2号一・b（BS－2b）の分離が行われ：BS－2bは、トラン

　　　スファ軌道に投入された・．この間ロケットの追尾、計測も良好に行われ、予想し

　　たデータを取得することができた。

　　　　なお、放送衛星2号一b（BS－2b）は、トランスファ軌道投入後rゆり

　　　2号一b』と命名された♂

1



3．追跡管制結果の概要

　　　　BS－2bの追跡管制は、筑波宇宙センター中央追跡管制所を中心に沖縄、

　　　増田及び勝浦の各追跡管制所並びに米国航空宇宙局（MSA）の追跡管制網α馴）に

　　　よって順調に実施された．

　　　　以下にその概要を示す。

3－1　トランスファ軌道での追跡管制

　　　　第1アポジ周回以降rゆり2号一b3からの電波を受信し、テレメトリ

　　　データ及び測距データの取得を行い、これらのデータをもとに軌道予報値

　　　の計算、アポジモータ点火のための姿勢制御等、一連のマヌーバ計画を決

　　　定した。

　　　　この計画に従って、アポジモータ点火姿勢制御を行った後、2月15日

　　　14時29分50秒に沖縄追跡管制所からのコマンド送信によって、アポ

　　　ジモータ点火（AMF）を行った。

　　　　アポジモータの燃焼時間は約35秒で、アポジモータ点火後の衛星の状

　　　態はテレメトリデータにより異常のないことが確認された．

　　　　その後、沖縄、増田両追跡管制所で取得した測距データをもとに軌道決

　　　定を行った結果、衛星が所定のドリフト軌道に投入されたことを確認し

　　　たρ

3－2　ドリフト軌道における追跡管制

　　　衛星の三軸姿勢を確立するため、2月16日衛星のデスピンを行い

　　　ロール、ピッチの二軸を確立し、その後太陽電池パネル展開、太陽捕捉を

　　　行った。つづいてヨー軸の捕捉を行い、18時08分のホイール捕捉をも

　　　って三軸姿勢を確立した。三軸捕捉の結果はすべて良好であった。

4．打上げ後の衛星の状態

　　　　テレメトリデータにより衛星の点検を行った結果正常に動作していることを

　　　確認した。また、各部の温度などについても遭正な値が示されている。

2



　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　●

5．今後の運用計画の概要

　　　　三軸確立した衛星に対し10回の軌道制御を行い、2月末には搭載機器の機能

　　　確認のための暫定的静止衛星軌道（東経117度）に投入する予定である．

　　　　その後、中継器等の機能確認試験を実施するとともに、最終静止位置である

　　　東経110度に移動し、さらに残りの機能確認試験を実施したうえで7月中旬に

　　　は初期段階から定常段階へ移行する見込である。

　　　　なお、定常段階における衛星の追跡管制業務及び運用業務は通信・放送衛星

　　　機構によって行われる。　　　　　　　　　　　　　・

6．その他

6－1　射場安全

　　　打上当日、関係機関の協力を得て海上警戒並びに射場の警戒に万全を期

　　　したので特に問題もなく、安全に打上げを実施することができた。

　　　なお二二における事前散水を行ったが、打上げ直後射点近傍の芝生に発

　　火を見た．（16箇所、約2000m2）　しかし、迅速な消火活動により廷焼

　　することなく鎮火することができた．

6－2　飛行安全

　　　打上げ前の二三近傍危険解析により、打上げ時の風向、風速について飛

　　行安全上問題がないと判断した。

　　　　また、飛行安全システムの運用により、ロケットの飛行状況監視を行い

　　不測の事態に備える体制を維持することができた。
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参　考．●

　　　　　　　BS－2b／N14（F）批げ結果の概妻

1．　発射日時及び天候

発射日時

発射時の二三

昭和61年2月12日　（水〉 16時55分00秒（JST｝

燕
薙

快晴地上風北西・ξ・7凶 黄温9．8℃

1019曲雲底
’2’

A雲量 1以下視程

巌72％
30K良以上

2と発射方位角及び主要イベントシーケンス（リフトナフ後の時間）

項　　　　　　　　　目 実　　測　　値 予　　測　　値 備　　　　　　　　考
（速　　報）

発射方位角 ・92．5。 92．5。
’

リフトオフ 0秒 0秒 X＝16時55分00秒
SOB3本点火 40 3S

SOB6本燃焼終了 41 39

SOB3本燃焼終了 81 79

SOB9：本分誰 85 85

第1段燃焼停止 275 274

バーニアエンジン燃焼1停止 282 280

第1・2段分難　’ 284 282

第2段点火 290 288

衛星フェアリング分誰 302 301

第2段燃焼停止 687 892

第2段再着火 1419 1418

第2段再着火燃焼停止 1430 1431

第3段スピンアップ 1490 1491

第2・3段分光 1492 1493

第3段点火 1534 1531

第3段燃焼終了 1577 1575

第3段・衛星二二 1650 1651　・

ヨーウェイト放出 1652 1653

し

4



　BS－2b追跡管制主要項目
（リフトオフから三軸姿勢確立まで）

日時（日本標準時）

年　月　日 時　分　秒
主　要　項　目 備　　　　考

86．2．12 16：55：00 リフトオフ

17：21：17 第3段燃焼終了

17：22：30 第3段／衛星分離

18：27：40 NASAマドリッド局受信開始 トランスファ軌道投入確認

（第1アポジ）

86．2．13 1：45：00 粗姿勢制御開始

4：23：19
沖縄局受信開始、引き続き増田局受信開始

φ

（第2アポジ）

13：15：00 精姿勢制御1開始

15：26：10 マドリッド局受信開始

（第3アポジ）

86．2．14 1：26：00 キャンベラ局受信開始

4：32：30 増田局受信開始、引き続き沖縄局受
信開始

（第4アポジ）

13：58：30 マドリッド局受信開始

（第5アポジ）

23：11：09 ゴールドストーン局受信開始

（第6アポジ）

86．2．15 10：02：03 沖縄局受信開始、引き続き増田局，勝浦局受信開始

13：30：00 精姿勢制御2開始

14：29：50 アポジモータ点火 ドリフト軌道投入
88．2．16 8：55：00 精姿勢制御（バーニア）開始

9：55：00 デスピン開始

12：13：42 直接地球捕捉

12：33：33 太陽電池パネル展開確認

16：08：00 太陽電池パネル回転確認

17：21：00 ヨー捕捉終了

18：07：25 ホイール捕捉終了 三軸姿勢確立

5



c励

BS－2b追跡管制概要 61，2、ノ8

軌　　　　　　道 ト　ラ　ン　ス　フ　ァ　一　軌　道 ド　　リ　　フ　　ト　　軌　　道

イ　　ベ　　ン　　ト 第3段燃焼終了 NASDA軌道決定値 アポジモータ点火
@（　A　M　F　）

軌　　道　　決　　定

日　　　　　　時

@（JST）
昭和61年2．月12日

@17時21分17秒 4　　Ap

昭和61年2．月15日

@14時29分50秒
昭和61年2月17日

@3時00分00秒

計画値及び決定値 計画値 決定値 計画値 決定値 計画的 決定値 計画値 決定値

基（警S謹　刻 86．2．12
P7：21：17

同　左， 86．2．14
W：00：00

86．2．15
P4：30：08

同　左 86．2．17
R：00：00

軌道長半径　　　　a（k皿） 24665，988 24637，011 24542，931 41658，034 41569，466 41466，785

離心率　　　　　　e 0．7333112 0．7331607 0．7321922 0．0213602 0．0243018 0．0231871

軌道傾斜角　　　　i（度） 28，500 28，496 28，337 0，542 0，768 ＜⑩
昇降点赤経　　　Ω（度） 297，231 297，213 296，605 270，769 278，186 279，544

近地点引数　　　ω（度） 178，302 178，212 179，172 187，829 176，447 169，941

軌
　
道
　
及
　
び
　
姿
　
勢
　
デ
　
一
　
タ

平均近点離角　　M（度） 0．30輩 0，241 229，138 198，724 202，970 50．231’

遠地点高度　　　ha（kの 36375，691 36321，757 36134，932 36169，716 36201，537 唖⑩1
近地点高度　　　　hp（k趣） 200，001 195，981 194，646 34390，068 34181，111 34127，149＿＿＿　ノ

軌道周期　　　　　P（分） 642．5505 641．4185 637．7480 1410．2874 1405．7923 、1400L5868

スピン軸赤経　　α（度） 202．34 25．50 25．76 26．00
　一一一一

スピン軸赤緯　　　δ（度） 一22．41 一23．96 一23．94 一23．61

スピン率　　　　　　（rpm） 60．00

備　　　　　　考

DTOの値を
譓?檮盾ﾉ
№墲ｹて換
Zした

@　A　　」

甑SA決定値
iL＋5H）より

ｷ算した

直下点経度
血o69．857。

hリブト
@　レート
U．613。／日

@　東方向

直下点経度
血o70．138。

hリフト

@　レート
V．789。／日

@　東方向

ドリフト　　r「・一

@’曙レF「』ト
P白．1。／日

@⊃東方向



1

1

l

1
:

;i'

!
t

l

N
tt 1

'-

BS--2BTR

.

86-O2-12 O8H 2IM,17$
330 o 3a 60 DO ;20 150

'

1BO 2tO 240 270 300 330

go
.

.
.

go

'' .

.

pt "Vb;;lEE. `Voo vp.･ .;Pe

-tt -
' t . ' tti. o ..

-rb'

-.. t" ... . ,-t.
. . .v-. l ZeN

.

A-`EC> ' ."b e.:l --

e -.
-s ･;2)," e --.

.. " " . .
.

60
t ole1 'N

t '. ･Z .lp'"-
60

' t' .

' r 't ' fty s- ;tl g
- : .s.

. -r. -
M

KIC{
'

. -
.

t.

' ' v, .1 ' .. . ' .

'
t

A es .

es T ' )...

.

,
' P-o d

.

--

s
.

ap ..b "t e
, ". ,

"

.

.
IE'Ds ---

.

.
' TDS . .

.

. '
'

-

30 t ' i

30
' . -tt

-/l.t .
ft.

'"bTDs
-
.

{ Ei.
,

'

' 1 ,
, --..

"
.

.

' .

,

-t a

-t- .

i . D s

t
'

. Y t . '

' b ,

1 .
,

3Ap -. 5Ap '
:

7Ap ,
.

2Ap,. 4Ap･ 6･Ap
,

1Ap･
o

-- --
.
-
･ ' .

o
.

r
･
, lt . ' vg t

. P r
l
;

.

SSS.,b '

s,
s

N..

l. t s･ ' .s
. .

-
.v4' ･l

'
'

.
e
-
-

-t-

t1
x .

l
,

lt
'

-
.

.
. '

'
'

t ,

"BO ,
,

.

t .

30

' AN

v `([iiii}'

'
.

.

' .
'
-
-

o
.

s'e
s

60
-60

.

.

.

'
.

-go
330 o 30 60 90 t20 :5P teo 210 240 270 300

-
g
o
3
3
0

WORLD MAP

'

'



s

, .

s

Section I R77-166

l

l

:

t
i
.

VERNIER
BLEED VALVES
CONNECTION

REGULATOR
PRESSURE
CHECKOUT
VALVE

g
x '

.

/

/×
St-･.

×

.A -
 '

1

Rti/

A-

,z

FuaL kYD Gms GENERATOR
BLADE VALVE CONTROL VALVE

t

:-

t
u

'g

N
/

`z .:[:'  "-- t

/--(T

N N

xN
"

GAS GENERATOR
BLADE VALVE

/ st)

       tr!"

PNEUrvtATIC
FILTER

PNEUMATrC
INLET

PNEUrvtAT!C
CONTROL

t-

PACKAGE

y>RN
Xttfs¥

M-

t: ---

I

x
,1

lt

---.,

 i
 t

    !-･f2 1-･

N

l

Y･･

 x

'/'== 7-

i

   OXtDIZURSEAL
   PURGESEAL
-A...

      XN

  zz .... .. :.
;Z7" t

-..--'i'-

   -/
' ･･ .Eiililliils

}N

.

'

'

=``"

1

i
･'g

p

N

N

i

v
Y

 7
･7

START TANK
VENTVALVES

MAIN OXID!ZER VAr.VE
CONTROL VALVE

FUEL JACKET AND
HYPERooLrC IGNITER
CONTA!NER PURGE
coNNEcTroN

OXIDIZER DOME
puRGE coNNECTION

e maW RerATED go'

.i ･'!

"

s

Z

,

k.

7

s

N

e

N

N

=k 7
.M-:-

lr

o

l

j

'/!

T3-302 A

:

v

Figure 1-13. Pneumahe System
1-16



,

Section I R77-166

i

gethas,rs'k･ ,,5,

wattew4

>

    !.s ･.

      tiiiZ'lt'iss't'tt･',:-･z=

zlj ti

 tx.

{:4"...

 .- NS

g

e

 eJ?'

N2:VA'

X Nxr.----J
    - ...--.

'
Y

 -ik'i-1;liZ

･S'l;;;Z'

  -- = =;, N-.r7
×{$i-'
'NC

Slif

;z.
   tt

-
.

.

nGi

'

ki} i,if{glll

PNEUMATIC
REUEF VALVE

ki, ll}･

Z

ww %r2
}

START TANK

PRESSUR!ZING >xcoNTRoLvALvEx .. I
REGULATOR HEATER
CONNECTOR J-30

VERNIER ENGINE
PROPELI.ANT VALVES
CONTROLVALVE

ssNig- K" @im

glssil)261il-leNN.×<

VENT PORT
CHECK VALVE

PNEUIMATIC
REGUI."eLTOR

isg)/

OEtpm

.ksi.)xi

REGULATOR
AMU5"'MENT
.e.cREw

･@･･;

i
l
l
i

℃,>(I
Z
i
i
!

ece

VENT PORT
CHECK VALVE

i

OXIDIZER START
TANK PRESSURIZING
VALVE

VENT PORT
CHECK VALVES

FUEL START
TANK PRESSURIZ[NG
VA LVE

REGULATOR
MANUAL BLEED
VALVE

T3-304

:

i

l

I
'

Figure 1-15. Pneumatic Control Package

-s

/

ln18


